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2B21 技術のバローバルスピルオーバ 一下における 

発展途上国の 競争力に関する 分析 

OKuswanw 垂 uMunanto, 渡辺千切 ( 東工大社会理工 ) 

1. 序 論 2. 研究の目的 

90 年代に入り、 経済のバローバル 化は一層加速した。 以上を踏まえて、 本研究は、 今日のグローバル 化の時 

グローバル経済の 発展につれ、 人と物の交流が 活発化され   代における国家間の 比較を通じて、 技術のバローバルスピル 

同時に技術の 人と物への 体 化も必要となる。 それによって、 オーバ一のダイナミズムと 発展途上国における 競争力、 即ち 

技術のバローバルスピルオーバーが 急速に増加し、 発展途上 技術知識ストック、 同化能力等についての 比較分析を行       

国の競争力に 大きなインパクトを 与える。 先進国からの 発展 

途上国へのスピルオーバーは、 通常その過程から 生じる革新 3. 分析フレームワーク 

的 学習が発展途上国の 経済発展にポジティブ・フィードバッ (1) 技術知識ストツ クと 陳腐化率 

クをもたらす。 しかし、 1997 年の深刻な通貨・ 経済危機は、 一国の研究・ 技術開発の適正な 投資のあ り方、 効果的な 

グローバル経済の 負の側面を露呈し、 東南アジア経済は、 低 技術開発を行 う かが非常に重要な 課題になっている。 研究開 

迷し続けている。 また、 発展途上国の 競争力は、 国際的に広 発力といった 計測の難しい 要素が重要なことは 明らかであ 

がるスピルオーバー 技術を峻別し、 同化する能力、 即ち、 同 り、 その研究開発力は、 研究施設、 研究の蓄積を 経た人的資 

化能力に依存する。 インドネシア、 タイ等のような 発展途上 源と / ゥ ハ ウ などと言われるが、 それらを総称したものは 技 

国の同化能力は 低下している 傾向にあ り、 国際的な競争にお 術 知識ストック と 呼ばれる。 

いても低下しっ っ あ る ( 図 1) 。 国際競争力は、 一般に国際 技術の陳腐化の 概念は、 研究開発により 蓄積された技術 

市場におけるバフオーマンスであ り、 構成要素は国の 要素が 知識ストックが、 時間の経過とともに 価値が減少し、 その速 

中心になっている 場合が多い。 度は国の技術進歩や 市場の成熟度によって 異なる、 という 考 

え 方であ る。 
1992 1 993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 

技術知識ストックは 研究開支出額、 陳腐化率と商業 ィト までの 

リードタイムの 関数とすると、 グリリカ ス (Z. Gri Ⅱ ches   

1980 [2]) 等の考えに則って 下記の式で計測する。 

T,, 二 R 卜 m +(l 一 P)T, 円 

r0 =R し m 八月十 9)       ( Ⅰ ) 

キ """"" """"' 。 " 。 "" 丑                   
" 一                   @ 十 @T Ⅱ """" 。 。 。 。 p" 

図 1.  国捺 競争力 ( 総合 ) 

蚕 16t.:TheWorldCompetltivenessYe 沖 @book  (IM 旬 ) 

このような状況の 下で、 発展途上国においては、 先進国の開 

発した技術を 自国の生産成長にいかに 効果的かっ選択的に 

活用するかはきわめて 切実な問題であ る。 

ここで、 究は七期における 技術知識ストック 、 乃は初期段 

階の技術知識ストック 、 m  はリードタイム、 p は技術の年々 

の陳腐化率、 9  は研究開発費の 初期段階における 平均伸び 

率を表している。 

しかし、 こうして求められた 技術知識ストックはあ くまでも 

潜在的な可能性を 秘めた技術のスピルオーバ 一の プ ロ一に 

過ぎない。 それを活かすためにはホスト 国の能力がそれに 相 
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店 でなければならない。 

(2) 同化能力 

一国の同化能力は、 他国の技術に 対して、 認識・峻別・ 

吸収、 そして実際の 生産プロセスに 体化するまでのプロセス 

を 構築できる能力を 総合したものを 意味することにする。 

スビルオーバー 技術の効果的活用は 同化能力に依存してお 

り、 ホスト国の同化能力の 向上 づ 成長 づ 研究開発強度の 向上 

の好 循環が期待される。 

  
デニ 7 Ⅰ + ZTS Ⅰ 

ドナ 一国 ホスト 国 

Potential Z 

Sp 山 over r= 刀 +Z 乃 
pool 

同化能力 

冗， 箕 

図 2. スビルオーバーと 同化能力のダイナミズム 

同化能力の計測 は 次の式によって 求められる (Watanabeet 

all.,  2001  [1])     

Z, 二 
二
 

 
         (2) 

  
Z, : 自国の同化能力 

Ⅰ : 自国の技術知識ストック 

r, : スピルオーバー 技術 

4. 実践的適用の 結果 

ここで、 技術知識ストックの 計測を行 う 前に、 技術の陳 

腐 比率について 考えてみよ       

従来、 技術の陳腐化率を 測定する手段がないため、 フロ 

一の研究開発投資で 代替したり、 陳腐化率をヒアリンバなど 

に基づいた適当な 水準 dlo%0 等 ) に設定するなどの 方法が 

利用されてきた。 また、 特許の更新データをもとに 陳腐化 

率を計算するボスワース (Boswo れ h,1978[3]) のアプロー 

チもポピュラ 一であ る。 本研究は、 日本の製造業を 対象に行 

ったアンケート 調査 (Watanabe, 1990) の時系列データを 

基準にし、 一人あ たりの GDP に相関させ、 各国の陳腐化率 

を 求めた。 その結果は下図に 示す。 
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図 3.2. 先進国の技術陳腐化率の 推移 

同期間において、 日本の平均陳腐化率は 9% 、 米国は 8.2%   

シンガポールは 7.9% であ る。 1995 年にはシンガポールの 

陳腐化率は米国を 上回ったことを 示している。 
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次に、 先進国 ( 日本、 米国 ) および発展途上国 ( インド 

ネシア、 タイ ) の技術知識ストックを (1) 式を用いて計測す 

る。 それぞれの研究開発の 時系列データは Y № rld 

DeVel0pment  In 田 cators, UN  Statistical ㍉ arbook, 

UNESCO  StatiStical  ㍉ arbo0k, Science  and  Technol0gy 

In 山 。 at 。 rs 。 Ⅱ ndonesia  より構築した。 

計測結果はそれぞれ 図 4.1 、 図 4.2  に示す。 
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図 4.1. 先進国の技術知 識 ストック 

図 4.1 から、 日本、 米国の技術知識ストックの 値ガ J; 高くなっ 

ている。 米国に対して、 日本の技術知識ストックが 約半分ぐ 

らいしかないが、 図 3-2 に示された通り、 日本の方 ヵ sS 技術 

ば 早く陳腐化する。 

これは、 日本国内では 新技術が実用化されていくにつれ、 社 

会の広い範囲にその 知識、 技術が普及、 広がっていくスビル 

オーバー効果により、 はやく独自性が 薄れていくことが 考え 

らわ。 る   
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図 4.2. 発展途上国の 技術知識ストック 

発展途上国においてば、 インドネ、 シア と タイはほ ほ 同じ技術 

知識ストックをもっていることが 見られる。 90 年代の半ば 

より、 インドネシアはタイを 若干上回っている   

ここで、 既に求められた 技術知識ストックと 陳腐化率の関係 
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図 5,1.  先進国の技術知識ストックと 陳腐化率の関係 

図か 1 から、 日本は 1991 年～ 1994 午にかけて、 技術 

は ほとんど陳腐化しないことが 分かる，これは、 その期間、 

革新的な研究開発があ まりなかったのではないかと 考えら 

れる。 1991 午に入り、 日本のバブル 経済 は 崩壊に至った。 

その翌年からは 日本国内では 製造業をはじめとする 産業の 

研究開発離れが 顕在化し、 かつて日本経済が 誇った技術革新 

と経済成長との 間の好循環が 破綻する， 1995 午には、 TT 革 

命によって一旦修復した。 米国においては、 日本のバブル 崩 

壊の影響が多少あ ったが、 すぐに修復に 至ったことがめ らね 。 

る 。 

[ インドネシア ]   
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図 5.2a. 発展途上国の 技術知識ストツ クと 陳腐化率の関係 
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図 5.2b. 発展途上国の 技術知識ストックと 陳腐化率の関係 

図 5.2a.b から、 発展途上国においては、 80 年代の後半より、 

技術の陳腐化が 早くなる傾向が 見られる。 これは自国の 技術 

のほかに、 先進国からの 輸入技術も大きな 貢献をしたと 考え 

られる。 

次にⅡ 2) 式を用いて、 発展途上国の 同化能力を計測し   

その結果を下図に 示す ， 
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図 6. 発展途上国の 同化能力 

図 6 から、 インドネ、 シア と タイはインドに 比べて、 同化能 

力の値が低く、 全体的に下がっていることを 示している。 こ 

れ 。 ぼ 、 依妖 として低迷している 経済状況を裏 付けるものであ 

ると考えられる。 一方、 インドにおいては、 技術の陳腐化率 

はインド 不 シア と タイより低いが、 同化能力は急速に 向上し 

ている傾向を 示している。 これは IT への積極的な 取り組み 

等にもよるものと 思われる。 

5. 考 察 

本研究は先進国・ 発展途上国の 国家間の比較をしながら   

それぞれの技術陳腐化率・ 技術知識ストックとそれらの 関係   

および同化能力について 分析した。 技術知識の獲得と 同化能 

力は、 技術環境変化に 適応しっ っ 新技術を開発しあ わせて現 

存技術を改善するための、 国の技術開発過程における 重要な 

要素のひとっであ る。 一国の技術知識ストックが 高くなると   

外部技術の同 4 セ も高くなる。 しかし、 技術知識ストック 以外 

の要因があ るので、 それらについても 明確にする 必 、 要があ る。 

したがって、 今後の課題としては、 より詳細なデータを 使い、 

先進国からの 技術スピルオーバー 効果はどれだけ 発展途上 

国の経済発展に 貢献しているのか、 および同化能力支配要因 

の解明についての 研究を行っていきたいと 考えている。 
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